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	特集
	令和８年度　札幌市自立支援協議会南区地域部会こどもチーム
	題字：市立札幌みなみの杜高等支援学校

	南区こどもチーム主催
	「学習交流会」を開催しました🎵
	7月14日（火）、南区地域部会こどもチームにおいて、「子ども
	の気持ちの紐解き方・アセスメントにつながる考え方の道筋」を
	テーマとした学習交流会(研修）が行われました。
	南区を中心とする児童発達支援、放課後等デイサービス、母子
	支援施設、相談室等から、52名の方にご参加いただきました！
	今回の研修では、子ども一人ひとりの発達特性や気持ちを理解し、その理解を適切な支援につなげていくことの重要性について学び
	ました。
	日時：　2026年7月14日　10:00～12:00
	場所：　南区役所3階会議室
	講師：　河内哲也氏　
	（南区地域部会部会長　
	　もなみ学園学園次長　臨床心理士）
	テーマ：こどもの気持ちの紐解き方
	・アセスメントにつながる考え方の道筋
	子どもの行動には、その背景にさまざまな思いや理由があります。
	表面的な行動だけを捉えるのではなく、「なぜこの行動が起きているのか？」「何を伝えようとしているのか？」という視点を持ち、日々の関わりや行動観察を積み重ねることが大切であると学びました。
	また、アセスメントは心理検査などの特別な場面だけで行うものではなく、日々の支援の中での会話や観察、保護者からの聞き取りなども重要なアセスメントになることを再確認しました。
	目の前の姿だけで判断するのではなく、これまでの成長や生活、
	家庭、地域など、さまざまな視点から子どもを捉えることが必要
	です。
	特に印象に残ったのは、「子どもの特性を理解することは、理解して終わりではなく、その子が安心して過ごせる環境を整えるため」という考え方です。子どもに合わせて環境や関わり方を工夫し、得意なことや強みを生かしながら、本人ができることを少しずつ広げていくことが、支援の大切な役割であると感じました。
	さらに、子どもだけでなく、保護者や関係機関との信頼関係を築き、地域の中で連携して支援することの重要性についても学びました。
	今回の研修で得た学びを日々の支援に生かし、子ども一人ひとりの「その子らしさ」を大切にしながら、
	安心して過ごせる環境づくりと、本人主体の支援を地域の皆さんとともに進めていきたいと思います。
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	グループ発表から　/　参加した方の感想から
	今後のこどもチーム
	次回学習交流会は　11月17日（火）午前　に開催を予定しています！
	詳細・参加募集は札幌市からの一斉メールにてご案内予定です。



